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「戦争法案」反対、「安倍政権」退陣
８月３０日（日）、違憲立法である「戦争法案」の廃案と「安倍政権」の退陣を迫る「国会１０万人・全国１００万人行動」が行われ、北海道から沖縄まで列島津々浦々に「戦争法案」と「安倍政権」への怒りのコールが轟きました。
国会大行動を呼びかけた「戦争をさせない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会」は、国会は１２万人の参加で成功した。全国では１０００カ所以上で数十万人の人が行動に立ちあがったと紹介しました。「戦争法案」に反対する最大の全国行動になりました。主催者からは、改めて９月８日からの大宣伝、国会集会、座り込みの連続行動が提起され、「『安倍政権』を倒すまで必ずやりぬこう」と訴えられました。
桑名市内においても、「戦争をさせない・９条壊すな！桑名大集会＆パレード」が、８月３０日（日）午後１時半から、桑名市役所前、新矢田公園で２００名近い人が参加し、集会・リレートークが行われ、その後桑名駅まで往復をパレードしました。「戦争法案」反対、「安倍政権」退陣の声が桑名からも上がりました。
現在、参議院の特別委員会で審議されている「戦争法案」、安倍政権がいよいよ行き詰まり、まともな答弁ができない状況になってきています。
行き詰まりの内容は、
第１に、政府が「戦争法案」の根幹部分について整合的な答弁ができない。
第２に、「戦争法案」が自衛隊の軍事行動について「歯止め」を持たない。
第３に、米軍の指揮下での自衛隊の暴走が明らかになってきた。　事です。
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集会の様子　　　　　　　　パレードの全景（１号線を横断）
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください

日刊紙　月３４９７円　　日曜版　月８２３円
桑名市議団 星野公平のＨＰは　 http://hoshino.jcpweb.net/　　　　　

ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野宅）　　
９月議会（決算議会）　始まる


９月　２日（水）　午前１０時　　本会議開会（市長から議案上程、説明）
９月　８日（火）～１１日（金）午前１０時  　本会議、議案質疑・一般質問
９月１４日（月）―１６日（水）午前１０時 常任委員会・決算特別委員会分科会
総務安全、（１４日、１６日）、教育福祉（１４日、１５日）、都市経済（１５日、１６日）
１７日（木）、１８日（金）　午前１０時　　常任委員会・決算特別委員会分科会（予備日）
９月２５日（金）　午前１０時　 決算特別委員会全体会
１０月１日（木）　午後　１時 　本会議(委員長報告、質疑、討論、議決)閉会
９月議会に提出された議案は２０議案と報告１６件です。
議案は、決算の認定３議案（一般会計並びに７特会、水道会計、下水道会計）、補正予算５議案（一般会計―後記、国保特会―健診に債務負担行為、介護保険特会―人件費増、水道会計―建設改良費、下水道会計―建設改良費）、条例の一部改正７議案（個人情報、退職手当等、手数料、福祉会館等計４か所の入浴料徴収－裏面参照）、財産の取得３議案（消防救急デジタル無線、高規格救急自動車２台分のシャシと積載品）、土地の取得２議案（防災拠点、公園用地）です。
一般会計補正予算の主なものは、介護保険事業繰出しに４１百万円、養育医療費に９百万円、防災拠点費に７百万円、生活困窮者支援事業増に６百万円、個人番号カード交付事業に４百万円、小中一貫教育事業費１百万円などがあり、総計は７４百万円です。
報告は、平成２５年度決算（普通会計）に基づく指標の修正の報告１件、平成２６年度決算に基づく指標（普通会計、水道、下水道、農業集落）の報告４件、総合医療センターの平成２６事業年度と第１期中期目標の業務実績の評価報告１件、教育委員会の評価報告書１件、経営状況に関する書類（土地開発公社、文化・スポーツ公社、まちづくり桑名、総合医療センター）の提出４件、専決処分の報告（事故）２件、議決事件に該当しない契約（総合医療センター３工事）３件です。
福祉施設の無料のお風呂が２００円に

桑名市総合福祉会館、桑名福祉センター、多度すこやかセンター、長島福祉健康センターのお風呂の入浴が、９月議会で議案が賛成多数で通れば、有料になります（一律２００円、来年４月から）。
条例の一部改正で、桑名市総合福祉会館等計４か所（桑名に２カ所、多度・長島に１ヶ所）にあるお風呂の入浴料が徴収される事になります。１人２００円の徴収です。理由は「利用者に応分の負担を求める」とあり「受益者負担」と言う言葉を持ち出しています。
４月からの多度にあった福祉会館の廃止に続く福祉の後退です。

年金受給者は、年金の支給を減らされ（現在裁判中）、介護保険料は４月から上げられました。手取り額は減る一方で、消費税の増税の影響も大変で、毎月の生活の計画が立てられない状況です。何としても止めて欲しいと言う声が大きくなっています。

【参考、利用状況】
桑名市総合福祉会館　月２回（第２、第４水）１３時―１５時　昨年度利用者数　１４５人
桑名福祉センター　　週２回（金、土）１３時―１５時　　　　昨年度利用者数　２,６６７人
多度すこやかセンター　　週５回（月―金）１１時―１２時　　昨年度利用者数　２３２人
長島福祉健康センター　　週５回（月―金）１１時―１３時半、１４時―１６時　昨度利用者数　３５,０３７人（入浴登録者　旧桑名市６０１人、長島町２３２人、多度町３４人、合計８６７人）
第７回「生活保護問題議員研修会」
８月２１日（金）、２２日（土）と神戸で行われた「生活保護問題議員研修会」―震災から２０年。神戸で生活保護を考えるーに参加してきました。オープニングは、昨年（金沢で開催）に続いて「うまかしゅう」のライブでした。今年は「俺らケースワーカー」が印象的だったので歌詞を紹介します。作詞・作曲は、のぶろう（シンガーソング・ケースワーカー）です。
1、 人の命を助けることなんて　滅多にないもんな　人の人生に関わることだって　そんなにないもんな
もう一度深呼吸をして　街に出かける　あの人の人生支える　俺らケースワーカー
2、 病気の相談困ったこと　なんでも聞いてくる　人の人生山あり谷あり　正解ないもんな　
もう一度深呼吸をして　暮らし見つめる　あの人と一緒に生きる　俺らケースワーカー
3、 人の命を支えることは　とってもカッコイイ　人の人生に関わることだって　カッコイイことなんだ
もう一度深呼吸をして　仕事見つめる　悩みながら成長していく　俺らケースワーカー
もう一度深呼吸をして　街に出かける　あの人の人生見つめる　俺らケースワーカー俺らケースワーカー
昨年の「ケースワーカーになった君へ」も歌われました。
１、やっても減らないこの仕事　忙し過ぎるよこの仕事　でもたまにはいい事もある　感謝しているとほめられた
ケースワーカー、ケースワーカー辛いけど頑張る　ケースワーカー、ケースワーカー負けないで頑張る
２、嘘をつかれて落ち込んだ　そこから始まるこの仕事　福祉の仕事の奥深さ　福祉の仕事のおもしろさ
ケースワーカー、ケースワーカー辛いけど頑張る　ケースワーカー、ケースワーカー負けないで頑張る
３、少し仕事に慣れてきて　やりがい感じるこの頃さ　皆の力で支えられ　ひとつ生まれて生きていく
ケースワーカー、ケースワーカー辛いけど頑張る　ケースワーカー、ケースワーカー負けないで頑張る
ケースワーカー、ケースワーカー辛いけど頑張れ　ケースワーカー、ケースワーカー負けないで頑張れ
講演「住宅政策の再構築に向けて」平山洋介（神戸大学）
貧困問題の解決に向けて「住宅からのアプローチ」の必要性を訴えられる。日本では低所得者向け住宅対策が弱く、生活保護の分野では住宅扶助が削減された。国交省は建築を考え貧困に興味がなく、厚労省は建築に興味がなくどれくらいの費用でどんな家に住めるかわかっていない。ここに問題がある。
講演「子どもの貧困対策法の意義と課題」川松亮（子どもの虹情報研修センター）
昨年、子どもの貧困対策法が成立したが、児童相談所職員を長年勤めた後、厚
生労働省専門官としてこの法律の制定に関与された。
全ての子供たちが夢と希望を持って成長していける社会の実現のため、教育・生活・保護者に対する就労・経済的支援を話される。今後の課題として、子どもの貧困指標の検討や自治体での「子供の貧困対策計画」の策定を訴えられる。
生活保護利用当事者の声を聴く
木津川ダルクの関係者の話を伺いました。ＤＡＲＣとは薬物（Ｄｒｕｇ）、嗜癖・病的依存（Ａｄｄｉｃｔｉｏｎ）、回復（Ｒｅｈａｂｉｌｉｔａｔｉｏｎ）、施設（Ｃｅｎｔｅｒ）を組み合わせた造語です。三重県にもあります。
分科会　地方でできる依存症者支援　猪野亜朗（かすみがうらクリニック）
２０１３年１２月に成立した「アルコール健康障害対策基本法」の立役者の一
人である精神科医。アルコールの健康被害や社会的問題について話され、アルコ
ール問題に対して、どう地域行政が取り組んだらよいのか、提案される。都道府
県での推進計画の作成とアルコール依存症などの市町村の広報誌による啓発が大
切だ。
講演「生活保護の現在とあり方を考える～生活保護基準部会報告書にもふれて」
岡部卓（首都大学東京教授、社会保障審議会生活保護基準部会委員）
第１のセーフティネット社会保険は、見直されている。第２のセーフティネット生活困窮者自立支援法は拡大。最後のセーフティネット生活保護は縮小（基準の引き下げ、運用の厳格化）される。声を出さなければだめ、黙っていることは認めたことになる。生活保護基準部会の報告にも触れながら話をされました。
最後に言われた「貧困という問題を背負いながら、生きて行くことは大変なことである。どの人間も生きる権利があり、そのためにもよりよい生を全うできるようにして行かなければならない。それぞれの領域で貧困脱却への道筋をつける発信をして行く事がその大きな原動力の一つとなる。その力を信じたい。」が印象的でした。
まとめ 「生活保護のチカラを活かすために」尾藤廣喜さん（生活保護問題対策全国会議代表幹事）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　①「健康で文化的な最低限度の生活」を保障する「チカラ」②「自立」を支える「チカラ」③社会保障制度を底支えする「チカラ」④新しい制度を作り出す「チカラ」⑤地域の経済に貢献する「チカラ」の５つの「チカラ」を強調され、国がしなければならない事として、年金をあげる事、労働者の賃金をあげることを強く訴えられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日本共産党桑名市議団　星野公平ニュース
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発行　　　　日本共産党桑名市議員団 　☎２４－１３１０


発行場所　桑名市中央町２－３７　桑名市役所議員控室


自宅　　　　桑名市立花町１－１４－７ 　☎２２－２９７５













































































